
常滑系招き猫 

 

常滑は、「招き猫」と呼ばれる陶器の置物の一大産地である。 

招き猫は通常、白、黒、オレンジの模様のある三毛猫である。片方の前足を上げ、もう片方の前

足には小判を持っている。招き猫の中には左の前足を上げているものは、人を招くと言われており、千

客万来を願う業種に特に人気がある。右足を上げた猫は、幸運や富をもたらす。 

招き猫の起源は定かではないが、ネズミなどの害獣を捕まえることから、昔から農家や商店主は猫

を大切にし、歓迎していた。最初に招き猫が登場したのは 19 世紀半ばと考えられているが、常滑で

招き猫が作られるようになったのは 1930 年代後半のことである。 

常滑は招き猫の生産量が多く、二頭身体に大きな目と耳、という魅力的な常滑系招き猫のスタ

イルが確立された。伝統的な三毛猫が今でも人気だが、さまざまな色やデザインの招き猫が登場して

いる。 


